
　曲線 y=log 0 1+1 cosx  の 0(x(
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 の部分の長さを求めよ。

＜ '21  京都大 ＞

【戦略】

y=f 0 1x  上の点 P  0 1x ,  f 0 1x   が (x( の範囲で動くときに点 P が動く
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という公式で与えられます。

方針面で困ることはないでしょうから ,  計算勝負です。

結果的に本問は  Q 0
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 という形が現れて log  ることになります。

【解答】
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【総括】

曲線の⻑さ（点が曲線上を動く道のり）の公式は

y=f 0 1x   0(x 1(   という陽関数表⽰が相⼿なら
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>
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   0 1t (t 1( 2t   というパラメータ表⽰が相⼿なら
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で倒します。

戦略でも⾔いましたが ,  本問は計算勝負で ,  Q
1

cos
 d の処理ができたか

どうかという勝負になるでしょう。

初⾒だとキツイ形ですが ,  逆に⾔えば勉強していれば確保できる形です。

Q
奇数

0 1cos    dx では 1 乗を分離するのがセオリーです。

今回も 1 乗を準備するために Q
cos

2cos 
 d と⾒ます

ちなみに京⼤は 2019 年度の第１問（⼩問集合）の (2) で Q 0


4 dx

cosx
 を求め

させる問題を出題しています。

そういった意味で過去問をやっていれば必ず出会っていることになります。
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